
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すっかり気候も夏らしくなってきました。本日より

世界大会出席のため、ドイツのハンブルクに行ってき

ます。今年も当 2780地区より 100名以上のロータリ

アンが、かの地を訪れるとの事です。ハンブルクと言

えば、前回お話した上岡敏之さんも財団奨学生として

派遣された街です。上岡さんは現在、新日本フィルハ

ーモニー交響楽団の音楽監督として活躍されていま

すが、ご自身は当初アメリカへ行きたかったのだが、

財団の方がドイツ行きを進めてくれ、ドイツのハンブ

ルグへ行ったのが結果的には良かった。当地で才能を

大きく伸ばす事が出来、劇場での指揮者の依頼を受け

て育てられたと言っておりました。上岡さんを送り出

したのが茅ケ崎ロータリークラブで、上岡さんのカウ

ンセラーは、歯科医のロータリアンと言っていました。 

本日の卓話は、2010年 11月のガバナー、後藤定毅

さんです。当時私も第 8グループのガバナー補佐とし

て色々、ご指導を仰ぎました。 

 

 

 

最初に平塚西クラブには、ガバナー時代以来の訪問

になりました。強い印象は、奉仕の財源となる寄付を

しっかりする、また相当前からネパールに学校を作っ

たりする国際奉仕に熱心なクラブであったという印

象です。さらに先輩方の大きな存在が思い出されます。

現在の成田会長にはガバナー時代に補佐をお願いし

て、大変助かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は、「ロ－タリーを楽しむということ！」という

演題ですが、本題とは違うかも知れませんが、私のガ

バナー時代の思い出や、私がロータリーを通じて楽し

いと感じたこと、そして私を育んでくれたロータリー

についてお話しさせて戴きたいと思います。 

◆ガバナー時代の思い出◆ 

ガバナー補佐

の後、ガバナーに

推されることに

なったわけです

が、思いもしない

推薦指名で、随分

と悩みました。し

かし今になって

思いますと、推薦を引き受けて良かった、という心境

になっていることに気がつきました。その大きな理由

は、ロータリーの世界で、いろいろな人と出会い、い

ろいろな場面で学ぶことが出来たという思いがある

からです。日本には 34 人のガバナーがいますが、そ

れは多士済々の集まりで、私の同期には県知事や市長、

大学教授をした方々、弁護士、医師、僧侶、神主、大

企業の社長、そして私のような中小企業の社長等々、

どなたも委細自分を自慢されませんし、言動にも品格

を備えられ、それでいていつもにこやかに人の話に耳

を傾け、仲間になろうとする姿には、自然と頭が下が

りましたし、自分もあのようになりたいものだと思っ

たものでした。 

◆楽しいと感じたこと◆ 

いい意味で言えば、昔は、どこのクラブにもロータ
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リーに熱心な人がいて、非常に格調が高かったという

ことでしょうか。そういう人たちがロータリーの基本

や、ロータリアンはこうあるべきだと教育してくれた

のかもしれません。ただご案内のようにロータリーの

会員は、皆さん会社の代表者や、職業の専門家なので、

いい意味の個性化集団です。それが嫌で辞めてしまっ

た会員もいます。ご案内のようにロータリーはアメリ

カから生まれました。ポール・ハリスが夢見た、何で

も話し合える友達が欲しい、信頼信用が出来て、お互

いに人生の悩みや困ったことの相談が出来る仲間が

欲しい、それには職業が異なれば、いろいろな情報を

交換し合え、助け合うことが出来るのではないか、そ

んな形でロータリーはスタートを切ったわけですが、

幸か不幸か私はずっと会員でいたわけですから、人の

違いを学べたという意味では、今でもロータリーを続

けて来て良かった、楽しかったと思っています。それ

からもう一つの思い出は、当時の地区大会に出席した

新会員に昭和天皇のいとこの竹田宮恒徳（つねよし）

という人が、「皆さんはこうしてロータリーの会員に

はなりましたが、ロータリアンになったということと

は違います。これからロータリーを楽しく学び、知っ

て戴いて、ぜひロータリアンになって戴くことを期待

しています。」と話された言葉です。その時はロータリ

ーの会員とロータリアンがどのように違うかなど、わ

からなかったのですが、今でも昨日のことのように思

いだします。 

◆ロータリーで育まれたこと◆ 

そのような過程を経て現在、私は皆出席を続けなが

らロータリーを続けていますが、ロータリーには 100

人の人がいれば 100 通りのロータリー観があると言

います。会員に何を求めてロータリーに、という問い

かけをしますと、新しい友達が増えると良いと思って

とか、地域の経済人や職業人との交流の輪に期待して

とか、異なる職業の人たちとの情報交換や自己研鑽を

して地域に奉仕活動が出来ることを期待してとか、の

答えが多いように記憶しています。ロータリーは「多

様性」を中核的価値観の一つとして基本原則にしてい

ますし、そもそもロータリーという組織が目指す目的

が人の善意や、奉仕という思いやりの心を育むという

ものですから、命令や強制をして「ロータリーはこう

だ、こうしなければならない」というものではないよ

うに思います。いろいろな意見を許しあい、認め合っ

てきたからこそ、100年以上も続いてきたのではない

かと、つくづく思うようになりました。実は私もロー

タリーを辞めようかと思ったことが何回もありまし

た。しかし何故辞めなかったかということを自問して

見ますと、一週間に一回例会で、家族以外では一番頻

度が高いと思われますが、食事を囲みながら、自分と

同じ業界ではお目にかかることのできない、自分と違

った性格や考え方の人とか、あるいは同じだったりす

るロータリアンに出会うことができて、その職業人か

ら新しい発想を得て、自分を向上させることができた

から、そしてその新しい考えをもって家庭に戻り、ク

ラブや地域会社に戻り、少しは世のため人のためにな

ることができた、奉仕ができたからではと思っていま

す。ご案内のように現在大企業は大変景気が良いよう

ですが、とりわけロータリーの会員には余り大企業の

方は少なくて、中小企業の方が多いようです。グロー

バル化した経済状況の中で、中小企業の事業経営は厳

しさ難しさを増してきているように思います。当たり

前ですが、皆さんはそれぞれ、年齢、性別、職業、役

職、地位、収入、財産さまざまですが、しかしロータ

リーの世界では全て平等公平です。誰が偉いとか、上

だとか、下だとかはないわけであります。もちろん組

織ですから運営のために会長や幹事、委員長とかの役

割を担うわけですが、それも一年終ればまたただの一

人の会員に戻って行くのがロータリーではないでし

ょうか。  

◆結び◆ 

ロータリーは出会い、出席を強調しますが、それは

出席しなければ何も気づきもできませんし、学びも出

来ないからだと思います。ご案内のように今日のよう

な会合も、つまるところ出ても出なくても良いわけで

すが、しかし参加しなければ出会いもなければ何も生

まれないわけですから、良かったのか悪かったのか、

それさえもわかりません。すべからくロータリーは、

出席であり、自分次第、ということだろうと思います。 

終わりになりますが、私の話は皆さんの期待にそぐわ

なかったのではと思います。したがって忙しい時間を

割いて来てくださった皆さんにとっては、これは大変

不幸なことでした。しかし、それもこれも今日参加を

してくださったから分かったことであります。皆さん

の善意がなかったら、分からなかったわけであります。

この次はまた良い機会があるかもしれません。そうい

う気持ちの方を大切に持ち続けていただくよう、勝手

なお願いをして、拙い話を終わらせていただきます。

ご静聴ありがとうございました。 

 

 
 
 

●2780地区より● 

 ＊次年度「ロータリーの友」8月号の原稿募集
について 

  クラブが誇る同好会、課外活動を行っている
ことがありましたら、6 月 21 日迄に申込く
ださい 

 

◆ 幹 事 報 告 ◆ 



 

●国際 RCより● 

＊5月のレートは 112円／㌦ 

 

 

 

 

＊地区大会報告書 

＊ガバナー月信 

＊ハイライトよねやま 230号 

 

  

 

 

＊根岸君代様・栗原幹樹様・櫻田敬様(平塚北 RC) 

＊寺島理恵準会員 

 

 

 

 

◆後藤定毅様(大和中 RC)◆ 

 しばらくぶりに伺いました。よろしくお願いい
たします。 

◆根岸君代様(平塚北 RC)◆ 

 後藤 PG卓話楽しみにして来ました。 

◆栗原幹樹様(平塚北 RC)◆ 

 宜しくお願いします。 

◆櫻田敬様(平塚北 RC)◆ 

 お世話になります。会員増強宜しくお願いしま
す。 

 ◆成田会長◆ 
  後藤 PG、本日の卓話宜しくお願いします。 
  先日、妻への誕生祝の花束ありがとうございま

した。 
根岸さん・櫻田さん・栗原さんようこそお越し
くださいました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆山田会員◆ 
ドイツ国際大会出発前のご多用の中、後藤パス
トガバナーには卓話をお願いしまして恐縮で
す。ありがとうございます。 
根岸さん・櫻田さん・栗原さんようこそおいで
いただきました。 

 ◆吉川会員◆ 
  後藤パストガバナーようこそいらっしゃいま

した。卓話楽しみにしていました。 
 ◆関口会員◆ 
  後藤 PG様、本日は当クラブの例会にお出かけ

頂きましてありがとうございます。どんなお話
が聞けるのか楽しみにしていました。後藤様も
楽しんでいってください。今後も宜しくお願い
いたします。 

  根岸さん・櫻田さん・栗原さんようこそおいで
いただきました。 

 ◆平野会員・小玉会員・大畑会員・久保田会員・
荒井会員・小泉会員・伊藤会員・栁川(克)会員・
小網会員・長谷川会員◆ 
後藤パストガバナー、ようこそいらっしゃいま
した。本日は宜しくお願いいたします。 
根岸様・櫻田様・栗原様ゆっくりしていってく
ださい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6 月 5 日(水)  

クラブ協議会⑥ 

次年度引継 

              

◆ 次 回 例 会 ◆ 

◆ ス マ イ ル ◆ 

◆ 受 理 ◆ 

◆ ビジター ◆ 


